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９
月
８
日
、
町
は
防
災
週
間
に
関
連

し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
地
震
の
際
に
身
の
安
全
を
確
保
し

つ
つ
避
難
で
き
る
よ
う
に
備
え
て
い
た

だ
く
こ
と
と
、
平
時
か
ら
の
備
え
を
学

び
、
地
域
防
災
力
を
強
化
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
「
防
災
を
考
え
る
日
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
第
１
部
で
は
、
午
前
９
時
30
分
に
全

町
を
対
象
に
、
巨
大
地
震
が
発
生
し
た

も
の
と
し
て
防
災
行
政
無
線
と
戸
別
受

信
機
で
緊
急
地
震
速
報
を
放
送
し
、
指

定
緊
急
避
難
場
所
へ
の
避
難
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
な
お
訓
練
に
は
、
申
し
込

み
の
あ
っ
た
37
自
治
会
、
計
２
７
５
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
役
場
庁
舎

に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
初
動
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。
指
定
緊
急
避
難

場
所
（
地
震
）
の
足
寄
小
学
校
校
庭
に

は
、
６
自
治
会
、
計
45
人
が
徒
歩
や
自

動
車
を
使
っ
て
10
分
ほ
ど
で
避
難
し
ま

し
た
。
避
難
訓
練
の
参
加
者
は
「
こ
れ

ま
で
自
分
の
避
難
場
所
が
よ
く
分
か
っ

て
い
な
か
っ
た
が
、
訓
練
に
参
加
し
て

分
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
参

加
し
た
人
の
中
に
は
、
防
災
ガ
イ
ド
マ

ッ
プ
を
手
に
災
害
別
の
指
定
緊
急
避
難

場
所
な
ど
に
つ
い
て
担
当
者
に
質
問
や

確
認
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
午
前
11
時
か
ら
町
民

セ
ン
タ
ー
で
陸
上
自
衛
隊
足
寄
分
屯
地

の
染
谷
真
次
郎
司
令
が
「
災
害
に
備
え

る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
防
災
講
話
を

行
い
、
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
、
渡
辺
俊
一
町
長
は

「
全
国
で
は
、
多
く
の
災
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
町
は
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
防
災

体
制
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
が
、
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
災
害
に
対
す
る
認
識
、

備
え
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。『
防

災
を
考
え
る
日
』
が
防
災
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
る
機
会
と
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
染
谷
司
令
は
、
災
害
に
備
え

る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
や
足
寄
分
屯
地
の

災
害
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　
防
災
講
話
の
後
に
は
、
関
係
機
関
（
陸

上
自
衛
隊
第
５
旅
団
第
５
特
科
隊
、
帯

広
開
発
建
設
部
足
寄
道
路
事
務
所
、
北

海
道
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
足
寄
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
、
足
寄
消
防
署
、

本
別
警
察
署
）
が
参
加
し
て
各
機
関
が

保
有
す
る
災
害
対
応
装
備
品
等
の
展
示

と
陸
上
自
衛
隊
第
５
旅
団
第
５
特
科
隊

に
よ
る
炊
き
出
し
（
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
）

が
１
２
０
人
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

防災講話防災講話

足寄小学校校庭に足寄小学校校庭に
避難する様子避難する様子災害対策本部初動訓練災害対策本部初動訓練

「防災を考える日」 を開催

災害に備える

詳細　役場総務課企画調整担当　☎２８―３８５１

ま
た
、
町
が
保
有
す
る
避
難
所
資
材
（
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
間
仕
切
り
テ
ン
ト
な

ど
）
の
展
示
も
行
わ
れ
、
多
く
の
人
が

見
学
し
ま
し
た
。

　
災
害
へ
の
備
え
を
考
え
る
と
き
、
自

ら
守
る「
自
助
」、近
隣
で
助
け
合
う「
共

助
」、
公
的
機
関
に
よ
る
「
公
助
」
の

三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
公
助
」
だ
け
で
は
、
大
災
害
が
起
き

た
と
き
に
救
助
・
援
助
す
る
人
が
足
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
考
え
て

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
考
え
を
持
ち
、
日
頃
か
ら

災
害
に
備
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
町
で
は
防
災
組
織
結
成
に
関
す
る
助

言
や
防
災
講
話
等
へ
の
講
師
派
遣
、
研

修
会
を
行
う
な
ど
、
自
主
防
災
組
織
の

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
自
主
防
災

組
織
の
活
動
に
関
し
て
要
望
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・自分だったら何をすべきか考える
・防災ガイドマップで自分の住んでいるエリアを
確認

・災害が起きる前から、気象庁などの情報を収集
・災害に対する訓練を、大小に限らず実施してお
くことが重要 陸上自衛隊足寄分屯地

染谷司令

～命を守る初期行動～
・自分自身の安全を守ること。
　家族も含まれます。

・地域やコミュニティといった周囲の
　人たちが協力して助け合うこと。

自助

共助

～自主防災組織の重要性～
　地震や水害などの大きな災害が発生したと
きに重要なのは、地域住民の安否確認です。
　安否確認が早いほど助かる命も多くなります。
地域において、住民の安否確認に重要な役割
を担うのは、常日頃から住民と交流し、協力
し合っている「自治会」です。

陸上自衛隊第５旅団
第５特科隊

足寄消防署
帯広開発建設部
足寄道路事務所

本別警察署
北海道電力ネットワーク㈱
足寄ネットワークセンター

災害に備えて

避難所資材展示の様子

「防災を考える日」

協力機関
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年 犯罪発生件数

令和２年 ９

令和３年 ２

令和４年 11

令和５年 14

令和６年 11

地域で作ろう！安心 ・安全なまち！地域で作ろう！安心 ・安全なまち！
～防犯 ・交通安全対策～～防犯 ・交通安全対策～

町
内
の
犯
罪
発
生
状
況

　
町
内
の
犯
罪
発
生
件
数
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
り
行
動
制
限
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和

２
年
、
３
年
に
つ
い
て
は
減
少
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
少
し
ず
つ
行
動
制
限
が
緩
和
さ
れ
令

和
５
年
に
は
全
体
で
14
件
、
令
和
６
年
８
月
末

現
在
で
、
す
で
に
11
件
の
犯
罪
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
中
で
も
特
殊
詐
欺
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
今
後
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
特
殊
詐
欺
は
、
詐
欺
の
手
口
を
理
解
し
、
一

人
ひ
と
り
の
防
犯
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
被
害

を
防
止
で
き
ま
す
。「
私
は
大
丈
夫
」
と
気
を

抜
か
ず
、
次
の
対
策
を
行
い
犯
罪
の
抑
止
に
つ

な
げ
ま
し
ょ
う
。

　
特
殊
詐
欺
と
は
、
犯
人
が
電
話
や
は
が
き
（
封

書
）・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
親
族
や
公
共
機
関
の
職
員

等
を
名
乗
っ
て
被
害
者
を
信
じ
込
ま
せ
、
現
金

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
っ
た
り
、

医
療
費
の
還
付
金
が
受
け
取

れ
る
な
ど
と
言
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ

を
操
作
さ
せ
、
犯
人
の
口
座

に
送
金
さ
せ
る
等
の
犯
罪
の

こ
と
で
す
。

　
特
殊
詐
欺
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
「
犯
人
と

話
さ
な
い
こ
と
」
が
一
番
効
果
的
で
す
。

　
不
審
な
電
話
が
来
た
ら
、
ま
ず
は
警
察
や
家

族
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
還
付
金
詐
欺

等
は
、
ほ
と
ん
ど
が
自
宅
の
固
定
電
話
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
自
宅
の
固
定
電
話
か

ら
対
策
を
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

⑴
迷
惑
電
話
防
止
機
器
の
活
用

　
迷
惑
電
話
防
止
機
器
と
は
、
電
話
機
の
呼
び

出
し
音
が
鳴
る
前
に
「
こ
の
電
話
は
犯
罪
被
害

防
止
の
た
め
録
音
し
ま
す
」
な
ど
と
警
告
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
流
し
た
り
、
会
話
を
自
動
で
録
音
す

る
機
器
の
こ
と
で
す
。

⑵
在
宅
時
の
留
守
番
電
話
設
定

　
在
宅
時
に
留
守
番
電
話
に
設
定
し
て
お
く
こ

と
で
、
犯
人
側
は
留
守
だ
と
思
っ
て
諦
め
た
り
、

防
犯
対
策

※令和６年は８月末現在の件数

声
や
会
話
を
録
音
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
て
電

話
を
切
る
の
で
、
だ
ま
さ
れ
る
可
能
性
が
減

り
ま
す
。

⑶
非
通
知
着
信
拒
否
設
定

　
特
殊
詐
欺
の
犯
人
は
、
電
話
番
号
が
ば
れ

る
こ
と
を
嫌
い
、
非
通
知
で
電
話
を
か
け
て

く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

最
近
は
や
り
の
特
殊
詐
欺
事
例

①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
誘
導
し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
の
や

り
取
り
を
重
ね
て
信
用
さ
せ
、
投
資
や
手
数

料
名
目
で
金
銭
等
を
だ
ま
し
取
り
ま
す
。

②
サ
ポ
ー
ト
詐
欺

　
パ
ソ
コ
ン
等
に
ウ
イ
ル
ス
感
染
し
た
か
の

よ
う
な
偽
の
画
面
を
表
示
さ
せ
、
警
告
音
も

発
生
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
持
ち
主
の
不
安
を

あ
お
り
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
偽
っ
て
金
銭
を

だ
ま
し
取
り
ま
す
。

　秋から冬にかけて、日没が早まり暗い時間が長くなるばかりか、なにかと
慌ただしくなり、交通事故や犯罪が起こりやすい時期となります。
　安心で安全なまちづくりのため、防犯・交通安全の意識を高め、犯罪や事
故が発生することのないよう対策を強化しましょう。

　
一
人
で
悩
ま
ず
、
家
族
や
友
人
、
警
察
等

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◎
警
察
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
「
＃
９
１
１
０
」

１
．
早
朝
・
夕
方
の
運
転
に
気
を
付
け
る

２
．
夜
間
に
ラ
イ
ト
が
当
た
る
と
エ
ゾ
シ

カ
の
目
が
光
る

３
．
車
が
近
づ
い
て
も
逃
げ
な
い
こ
と
が

あ
る

４
．
１
頭
だ
け
と
は
思
わ
な
い

町
内
の
交
通
事
故
発
生
状
況

　
町
内
の
交
通
事
故
は
、
７
月
８
日
に
芽
登
の

道
道
本
別
留
辺
蘂
線
で
乗
用
車
が
路
外
に
逸
脱

す
る
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
１
人

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
交
通
事
故
が
発
生
し

や
す
い
時
期
と
な
り
ま
す
。
交
通
事
故
撲
滅
の

た
め
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
次
の
こ
と
に
気
を

付
け
、
交
通
安
全
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

令和６年度
足寄町「交通安全・防犯」町民大会

　　日時：10月25日㈮　午後３時30分～
　　場所：あしょろ銀河ホール21　２階大ホール
　　内容：講　　話「交通安全について」「防犯について」　講師：本別警察署
　　　　　決意表明　足寄小学校児童代表・足寄中学校生徒代表・足寄高校生徒代表
　　　　　　　　　　足寄町交通安全協会会長・足寄町防犯協会会長

　　　全町民を対象とした、町民大会を実施します。
　　　町民大会に参加して、町民一人ひとりの意識を高め「交通事故のない町」「犯罪のない安全で
　　安心な町」を目指しましょう。

～主催　足寄町交通安全協会・足寄町防犯協会～

交
通
安
全
対
策

　
交
通
量
の
多
い
道
路
で
は
、
頻
繁
に
追
突
事

故
が
発
生
し
ま
す
。
一
瞬
で
も
前
方
の
動
き
に

気
付
く
の
が
遅
れ
る
と
、
す
ぐ
に
止
ま
る
こ
と

が
で
き
ず
追
突
し
て
し
ま
い
ま
す
。
脇
見
運
転

は
絶
対
に
や
め
て
周
囲
の
確
認
を
十
分
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

　
い
つ
も
人
が
い
な
い

と
思
い
込
ま
ず
、
人
が

い
る
か
も
し
れ
な
い
と

の
意
識
を
持
っ
て
運
転

し
ま
し
ょ
う
。

詳
細　
役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
28

－

３
８
５
８

　
夕
暮
れ
時
は
事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
は
、
見
通
し
が
良

く
な
る
ほ
か
、
歩
行
者
が
車
を
発
見
し
や
す
く

な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ハ
イ
ビ

ー
ム
は
、
歩
行
者
等
を
よ
り
発
見
し
や
す
く
な

り
ま
す
の
で
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
対
向
車

等
が
い
な
い
場
合
は
ハ
イ
ビ
ー
ム
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

月　日 日没時間

10月１日 17：07

10月８日 16：55

10月15日 16：43

10月22日 16：32

10月29日 16：21

町
内
の
日
没
時
間

　
10
月
の
足
寄
町
の
日
没
時
間
（
予
測
）
を
見

て
み
る
と
、
た
っ
た
１
週
間
で
10
分
以
上
日
没

が
早
ま
り
、
１
カ
月
で
１
時
間
近
く
も
早
ま
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
薄
暗
く
感
じ
た
ら
積
極

的
に
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
自
分
の
車
の

存
在
を
他
者
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は
大
変
危
険
で
す
。

　
万
が
一
、
目
の
前
に
人
や
鹿
な
ど
が
飛
び
出

し
て
き
て
も
、
急
に
は
止
ま
れ
ず
、
事
故
を
引

き
起
こ
す
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
ま
た
冬
場
は
、
路
面
が
凍
結
し
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
特
に
ト
ン
ネ
ル
の
出
入
り
口
や
橋
の

上
、
樹
林
等
の
日
陰
で
は
凍
結
等
に
よ
り
、
ス

リ
ッ
プ
事
故
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
冬
道
で
の
制
動
距
離
は
、
夏
場

と
比
較
し
、
３
～
10
倍
以
上
に
な

る
た
め
、
ゆ
っ
く
り
運
転
と
早
め

の
ブ
レ
ー
キ
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◎
エ
ゾ
シ
カ
（
野
生
動
物
）
の
飛
び
出
し
注
意
！

　
秋
か
ら
冬
の
時
期
は
、
エ
ゾ
シ
カ
の
繁
殖
期

で
活
動
が
活
発
に
な
る
た
め
、
エ
ゾ
シ
カ
と
の

衝
突
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
エ
ゾ
シ
カ
の
習
性
を
よ
く
理

解
し
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。

 

１ 

特
殊
詐
欺
に
つ
い
て

 

３ 

困
っ
た
と
き
に
は

 

２ 

特
殊
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
に
は

 

２ 

周
囲
の
確
認
を
十
分
に
行
う

 

３ 

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
注
意
す
る

 

１ 

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
・
ハ
イ
ビ
ー
ム

を
心
掛
け
る
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　絵本作家のいわいとしおさんによる絵本ライ
ブ＆ワークショップ「みんなでつくろう！１
００かいだてのいえ」（町図書館主催）が町
民センターで開催され、88人が参加しました。
ワークショップでは、それぞれ１枚づつ部屋
など好きな絵を描き、その絵を並べて世界に
一つだけの「100かいだてのいえ」を完成さ
せました。

「１００かいだてのいえ」8/318/31

大きく育ったね！

　足寄町共同募金委員会（髙橋健一会長）が
町社会福祉協議会で「赤い羽根共同募金運動」
のご当地ピンバッジの足寄限定デザイン（５
００個限定）の表彰式を行いました。
　ピンバッチには、最優秀賞の和田利得さんの
デザインが採用され、審査員特別賞には足寄
高校の竹本羽希さん（２年）が選ばれました。

今年のピンバッジは 9/59/5

8/268/26
　町認定こども園どんぐり（富澤亜希子園長）
のらいおん組が、園の畑に植えたジャガイモ
を収穫しました。
　園児らは、軍手が真黒になるまで土を掘り、
土の中からたくさん出てくるジャガイモに驚
いた表情を見せながらも、一つ一つ丁寧に収
穫しました。

　町民センターで介護職員初任者研修（町主
催）が始まり、足寄高等学校生徒５人と一般
７人の計12人が参加しました。介護職員初任
者研修は、介護の基礎から応用まで学ぶこと
ができる、介護職員としてのスタート資格で
す。この研修は、町内で不足している介護人
材の確保と足寄高等学校の振興を兼ねて町が
２年に１度開催しています。

介護の基礎から応用まで 8/318/31

写真左から竹本写真左から竹本ささんん、和田、和田ささんん、髙橋会長、髙橋会長

町ホームページのあしょろルポでは、取材写真
を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

救急の日
　９月９日の「救急の日」に合わせて、普通
救命講習会が消防庁舎団員研修室で行われ、
町内から13人が参加しました。
　この講習会では、基本的な心肺蘇生法やＡ
ＥＤの使用方法を学びました。
　参加者らは心臓マッサージとＡＥＤを使用
した救命方法の説明を受けた後、人形を使用
した模擬演習を行いました。

楽しいひとときを9/149/14

自己ベストを目指して 9/149/14

　足寄造林業協会（後藤昇会長）が、町民セ
ンターで林業安全装備品展示会と木育イベン
トを開催しました。展示会では、多くの林業
関係者が来場し、チェーンソーブーツや防護
パンツなどを手に取り試着をしていました。
　屋外では、木育イベントとしてまき割りや、
ウッドキャンドルでのマシュマロ焼き、林業
機械での積み木体験が行われました。

林業に触れる

9/99/9

　第48回楽しい老人のつどい「芸能発表会」
（町社会福祉協議会主催、星崎隆雄会長）が
町民センターで開催され、町内各地からお年
寄り約１２０人が参加しました。このつどい
は町内のお年寄りが一堂に会し、芸能やレク
リエーション（隔年で順番に実施）を通じて
交流を深めること、生きがいと健康づくりを
目的に開催されています。

　第30回町民水泳記録会（町教育委員会主催）
が町温水プールで開催され、小学生と一般の
計31人が参加しました。
　選手たちは、自由形やバタフライ、背泳ぎ
などの種目に出場し、日頃の練習の成果を発
揮しました。記録会の最後には、リレー競技
が行われ、会場から「頑張れ！頑張れ！」と
応援する大きな声が聞こえました。

9/79/7



992024.102024.10
広報あしょろ広報あしょろ

ままちちかかどどままちちかかどどまちかど
写真画像のデータをご希望の方は広報広聴担当まで

88 2024.102024.10
広報あしょろ広報あしょろ

町ホームページのあしょろルポでは、取材写真
を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

敬老の日
　町特別養護老人ホームあゆみの園（野村将
継施設長）で敬老会が開催されました。
　本年度は、喜寿の青沼弘司さんと米寿の木村
俊春さんに渡辺俊一町長から長寿を祝う花束や
感謝状などが贈られました。
　渡辺町長から「おめでとうございます。こ
れからも元気に健やかにお過ごしください」
とお祝いの言葉が贈られました。

9/189/18

　足寄小学校（大宮秀夫校長）の１年生26人
が足寄消防署（大竹口孝幸署長）を訪れ、消
防車の写生会を行いました。
　児童らは消防車の設備について消防士から
説明を受けた後、消防車を観察して画用紙に
描きました。写生会には、渡辺俊一町長が子
どもたちの様子を見に訪れていました。

上手に描けるかな9/189/18

交通安全キャンペーン 9/199/19

いつまでもお元気で

9/189/18

　大誉地小学校（児玉祥洋校長）と町交通安
全協会上利別支部が主催し、旧上利別中学校
駐車場で交通安全キャンペーンが行われ、児
童や協力企業などが参加しました。
　児童らは、ドライバーに「ながら運転はや
めましょう」「スピードに気を付けて運転し
てください」と声掛けを行い、交通安全の啓
発グッズを手渡しました。

　白寿のお祝いとして渡辺俊一町長から感謝状と商工会商品券、
国からの１００歳のお祝い状および記念品を手渡しました。

佐藤みさを佐藤みさをささんん三井さた子三井さた子ささんん

町認定こども園どんぐり町認定こども園どんぐり
　運動会　運動会

～ぜんいんでちからをあわせて～ぜんいんでちからをあわせて
　　　　ゆうきをだしてパワーぜんかい！ヤー！～　　　　ゆうきをだしてパワーぜんかい！ヤー！～

９月７日９月７日
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令和７年度新入園児募集について

　令和７年度の町認定こども園どんぐりおよびへき地保育所に入園を希望されるお子さんを募集し
ます。現在、通園しているお子さんも、申請していただく必要があります。
＜認定こども園どんぐり＞
■募集定員　おおむね１６５人
■募集内容
・０歳児～２歳児※生後６カ月から、共働きや出産、病気などの理由により家庭で保育ができない
お子さんのみが対象です。
・３歳児～５歳児※おむつが外れていない場合は、入園までに練習をお願いします。
＜へき地保育所＞
①芽登保育所（芽登集落センター内）　　　　　☎２８－３５０５
②上利別保育所（上利別基幹集落センター内）　☎２８－０３００
③螺湾保育所（螺湾小学校内）　　　　　　　　☎２８－３０８９
■募集内容
・２歳児※共働きや出産、病気などの理由により家庭で保育ができないお子さんのみが対象です。
・３歳児～５歳児※おむつが外れていない場合は、入園までに練習をお願いします。
■募集期間　10月21日㈪～11月15日㈮
■�申込方法　10月21日から、子どもセンターと各保育所にて入園申し込みに関する書類を配布しま
すので、必要事項を記入の上、提出してください。

Ashoro Information
まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

帯状疱
ほうしん

疹ワクチン予防接種費用の一部助成が始まりました！

詳　細　役場福祉課保健推進担当　　☎２５－２５７１

　帯状疱疹ワクチンは、予防接種法に基づかない任意接種となりますので、かかりつけ医等にご相
談の上、予防接種による効果や副反応等を十分にご理解いただき、接種の判断をしてください。
■対象者
　町内に住民票があり、接種日に満50歳以上の方。
■接種方法
　町内医療機関で接種ができます。医療機関に接種日時の予約をして接種を受けてください。
・町国民健康保険病院　　　　　☎２５－２１５５
・ホームケアクリニックあづま　☎２５－５０５０
■接種費用
・不活化ワクチン（シングリックス）
　接種回数：２回※２回目は１回目の接種から原則２カ月後、遅くとも６カ月後までに接種
　個人負担：１万円×２回
　助 成 額：１万円×２回※接種費用２万円のうち１万円を助成
・生ワクチン（ビケン）
　接種回数：１回
　個人負担：３，７９５円
　助成金額：３，７９５円※接種費用７，５９０円のうち３，７９５円を助成
※助成制度の利用は、いずれかのワクチンで生涯一度限りとなりますので、ご注意ください。
※予防接種は、帯状疱疹を完全に防ぐものではありませんが、ワクチンを接種して免疫力を高める
　ことで発症率低下や重症化予防が期待できます。

詳　細　役場福祉課子どもセンター　☎２５－２５７４

交通規制のお知らせ九州大学大学院農学研究院が講
演会を開催します

Ashoro Information
　　　まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

第42回東京と足寄を結ぶ・ふるさ
と会を開催します

町長とのふれあい懇談会を開催し
ます

　地域の皆さんと一緒に、こ
れからのまちづくりを考える
「町長とのふれあい懇談会」
を町内４会場で開催します。

詳　細　役場総務課広報広聴担当
　　　　☎２８－３８５０

町民センター緑地公園便所の冬
期間閉鎖のお知らせ

　11月から令和７年４月まで町民センター緑地
公園便所を閉鎖します。
　閉鎖期間中、ご不便をお掛けしますが、トイ
レの利用については、町民センター（開館時）、
役場（開庁時）、道の駅をご利用ください。

詳　細　役場建設課管理・都市計画担当
　　　　☎２８－３８６５

　九州大学大学院農学研究院と町は、相互の包
括的な連携・支援を促進するために、平成19年
１月に協力協定を締結しています。
　その取り組みの一つとして「森林の豊かさと
人間の健康を目指す農学の取組み」と題して二
つのテーマで講演会を開催します。
日時　11月１日㈮　午後６時～８時
場所　あしょろ銀河ホール21
テーマ
・�「森林環境税の仕組みと活かし方～十勝の森
林を豊かにするために～」
　　　佐藤　宣子　教授
・「私たちの健康と微生物」
　　　竹川　薫　　教授
対象者　どなたでも参加できます。
参加費　無料（事前申し込み不要）
詳　細　役場総務課企画調整担当
　　　　☎２８－３８５１

　次のとおり、工事を予定しています。
　なお、工事期間中は、通行止めとなりますの
で現場の迂回路をご利用ください。関係地域の
皆さんには、ご迷惑をお掛けしますが、ご協力
をお願いします。
橋梁長寿命化修繕（つつじ橋）工事
工事箇所：稲牛
工事期間：令和７年３月10日㈪まで

詳　細　役場建設課土木担当
　　　　☎２８－３８６４

上稲牛橋上稲牛橋

つつじ橋つつじ橋

　東京都や近県に住む足寄町出身やゆかりのあ
る、ふるさと会に登録されていない方に案内を
送付しますので、名前と住所をお知らせください。
また、町内にお住まいの方で参加を希望する場
合は、10月18日までにお申し込みください。
日時　11月16日㈯　午後４時30分～
場所　新宿プリンスホテル（東京都
　　　新宿区歌舞伎町）
参加費　８,０００円

詳　細　役場総務課広報広聴担当　
　　　　☎２８－３８５０

日時・場所
①10月22日㈫午後２時～大誉地集落センター
②10月24日㈭午後２時～芽登集落センター
③10月25日㈮午後１時30分～らわん蕗の里
④10月26日㈯午前10時～町民センター

定額減税調整給付金の申請期限
を迎えます

　給付金の受給を希望される方は、お早めに手
続きをお願いします。
申請期限　10月31日㈭必着
※給付金の対象となる方には、７月中旬に通知
書を送付しています。詳細は、町ホームペー
ジをご覧ください。

詳　細　役場住民課課税担当
　　　　☎２８－３８５９

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info
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　住宅用火災警報器は、火災の煙を自動的に感知して、火災の発生を警報
音や音声で知らせてくれるもので、いち早く火災の発生を知らせて逃げ遅
れを防ぎ、あなたやあなたの家族の命と財産を守るために大変有効な機器
です。
　住宅用火災警報器の設置が義務化されてからおおむね10
年が経過しました。
　古くなるとセンサー等の性能劣化や電池切れなどで火災
を感知しなくなることがありますので、設置から10年を目
安に交換してください。交換時に「設置年月日」を記入す
ると、次回の交換する目安が分かりやすくなります。
　また、足寄消防署では住宅用火災警報器について、点検・
交換・訪問の業務を実施していません。消防職員を装い不
当に高額な価格で住宅用火災警報器を売りつける悪質な訪
問販売業者には十分気を付けてください。
　少しでも不審に思った場合は、安易に契約を行わないよ
うお願いします。

詳細　足寄消防署予防担当　☎２５―２６１９

秋の火災予防運動期間です！秋の火災予防運動期間です！

暖房器具火災を防ぐためのポイント暖房器具火災を防ぐためのポイント

住宅用火災警報器は設置から住宅用火災警報器は設置から1010年を目安に交換しましょう！年を目安に交換しましょう！

　電気ストーブ、石油ストーブ等の暖房器具を原因とする火災は、
少しの注意で防げるものがほとんどです。必ず取り扱い説明書を読
むとともに、次のポイントに注意して、火災から身を守りましょう。
①寝る前には必ずスイッチを切りましょう。
②カーテンなどの燃えやすい物の近くや、物が落下する恐れのある場所で
は使わないようにしましょう。 
③周囲の燃えやすい物は整理整頓し、ストーブから１ｍ以上は離しましょう。 
④暖房器具の上に洗濯物を干さないようにしましょう。 
⑤石油ストーブに給油するときは、必ず火を消しましょう。
⑥給油後はカートリッジタンクの給油口蓋をしっかり閉め、灯
油がこぼれないことを確認してから本体にセットしましょう。

　10月15日から31日までは秋の火災予防運動期間です。この期間は
暖房器具等の火気の使用も増えることから、火災が発生しやすい時
季を迎えるに当たり、いま一度、次の点に注意しましょう。

詳　
細　
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齢
者
福
祉
担
当
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「
生
き
が
い
」
と
は
「
生
き
る
こ
と
の
喜

び
・
張
り
合
い
」
の
こ
と
を
指
し
「
生
き
が

い
」
を
持
つ
こ
と
で
、
生
活
の
質
が
向
上
し
、

認
知
機
能
や
健
康
状
態
が
改
善
す
る
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
仕
事
や
子
育
て
が
一
区
切

り
つ
い
た
時
こ
そ
、
新
た
な
「
生
き
が
い
」

を
持
っ
て
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
町
で
は
、
町
内
の
老
人
福
祉
施
設
等
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
と
ポ
イ
ン
ト
が
付

与
さ
れ
、
た
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
て

換
金
す
る
こ
と
が
で
き
る
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

じ
て
地
域
貢
献
や
、
社
会
活
動
に
参
加
す
る

中
で
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し
を

送
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
27

年
度
か
ら
始
ま
り
現
在
38
人
が
介
護
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
活
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
を
教
え
て
く

だ
さ
い

　
仕
事
や
家
庭
の
こ
と
が
一
段
落
し
て
家
に

い
る
時
間
が
増
え
た
こ
ろ
「
私
、
何
し
て
る

お
も
ち
ゃ
病
院
と
は

　
家
で
眠
っ
て
い
る
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
治

療
（
点
検
・
修
理
）
し
新
し
い
命
を
吹
き
込

む
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
守
り
、
物

を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
る
活
動
で
す
。

・
ど
ん
な
お
も
ち
ゃ
で
も
修
理
で
き
ま
す
か

　
安
全
面
や
命
に
関
わ
る
も
の
、
骨
董
品
・

工
芸
品
な
ど
、
価
値
が
保
証
で
き
な
い
物
は

お
引
き
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

・
修
理
は
誰
が
し
て
く
れ
ま
す
か

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
治
療

を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、

修
理
の
プ
ロ
で
は
な
い
の

で
治
ら
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

・
修
理
に
費
用
は
か
か
り
ま
す
か

　
お
も
ち
ゃ
の
診
察
は
無
料
で
す
が
、
部
品

交
換
が
必
要
な
場
合
は
実
費
が
か
か
り
ま
す
。

・
点
検
・
修
理
に
時
間
は
か
か
り
ま
す
か

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
に
よ
る
活
動
の
た
め

１
～
２
カ
月
ほ
ど
お
時
間
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

・�

お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
お
願
い
す
る
場
合
、

付
属
品
は
必
要
で
す
か

　
壊
れ
た
部
品
の
か
け
ら
、
取
扱
説
明
書
、

Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
な
ど
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
随
時
お
も
ち
ゃ

の
治
療
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し
と

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ん
だ
ろ
う
」
と
突
然
思
っ
た
ん
で
す
。
こ
の

ま
ま
年
を
重
ね
る
よ
り
も
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
し

て
み
た
い
と
感
じ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。

Ｑ
：
活
動
先
と
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
「
あ
・
笑
～
る
」
で
は
、
５
月
か
ら
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
お
話

を
し
た
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
一
緒
に

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
「
脳
の
健
康
教
室
」
で
は
、
８
月
か
ら
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
ど
の
ぐ
ら
い
の
頻
度
で
活
動
を
し
て
い

ま
す
か
？

　
「
あ
・
笑
～
る
」
で
は
、
最
初
の
う
ち
毎

週
木
曜
日
・
月
４
回
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
活
動
時
間
が
午
前
11
時
か
ら
午
後
２
時
の

た
め
、
お
昼
の
時
間
帯
に
家
を
留
守
に
し
て

い
ま
し
た
が
、
家
族
と
の
食
事
の
時
間
も
大

切
に
し
た
い
と
思
い
、
今
は
月
２
回
の
活
動

と
し
て
い
ま
す
。

　
「
脳
の
健
康
教
室
」
で
は
、
毎
週
金
曜
日

の
午
前
中
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
ど
ち
ら
の
活
動
も
他
に
予
定
が
あ
る
と
き

は
、
お
休
み
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
参
加

し
や
す
い
で
す
。

Ｑ
：
活
動
を
し
て
い
て
ど
ん
な
と
き
に
楽
し

さ
、
喜
び
を
感
じ
ま
す
か

　
活
動
先
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
と
て
も
楽
し

そ
う
に
参
加
し
て
い
る
の
を
見
て
、
皆
さ
ん

に
会
え
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。
利
用
者

の
方
と
だ
け
で
な
く
、
職
員
の
皆
さ
ん
、
他

の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
と
の
交
流
も
楽
し
い
で

す
。
よ
り
多
く
の
方
と
関
わ
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
者
を
随
時
受
け
入
れ
し

て
い
ま
す
。
ご
自
身
の
空
い
て
い
る
時
間
に

で
き
る
こ
と
を
で
き
る
範
囲
で
行
え
ま
す
。

ま
た
、
研
修
会
の
開
催
や
、
初
回
活
動
時
に

は
活
動
施
設
へ
の
同
行
も
し
て
い
ま
す
の
で
、

不
安
が
あ
る
方
も
安
心
し
て
活
動
を
始
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
年
５
月
か
ら
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
を
始
め
た
大
浦
は
ま
さん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

町
お
も
ち
ゃ
病
院
の
紹
介
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ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

今
年
こ
そ
、
脱
メ
タ
ボ
！

　
「
メ
タ
ボ
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す

か
。
正
式
に
は
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
」
と
い
い
「
内
臓
脂
肪
症
候
群
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
単
に
「
太
っ
て
い
る
」

と
い
う
状
態
で
は
な
く
、
腹
周
り
に
内
臓
脂

肪
が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
で
、
血
圧
や
血
糖
・

血
中
脂
質
に
異
常
が
起
き
て
い
る
状
態
で
す
。

　
放
置
す
る
と
、
急
速
に
動
脈
硬
化
が
進
行

し
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
・
脳
出
血
、
腎
不
全

や
透
析
な
ど
命
に
関
わ
る
深
刻
な
病
気
を
招

く
原
因
と
な
り
ま
す
。

詳　
細　
役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

�

☎
25

－

２
５
７
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メタボの判断基準
□腹囲～男性85cm以上、女性90cm以上
　かつ、次の３項目のうち２項目以上に該当

□血圧～収縮期血圧（上の血圧）130mmHg 以上
　または拡張期血圧（下の血圧）85mmHg 以上
□血糖～空腹時血糖が110mg/dl 以上
□脂質～中性脂肪が150mg/dl 以上
　またはHDLが40mg/dl 未満

　

町
の
過
去
数
年
分
の
特
定
健
診
デ
ー
タ
を

見
る
と
、
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
メ
タ
ボ
該
当

者
の
割
合
が
、
令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
改

善
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
を
見
直
す
と
と
も
に
「
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
生
活
」「
適
度
な
運
動
習
慣
」

で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
目
に
は
見
え
な
い
体
の
変
化
を
確
認
す
る

た
め
に
、
特
定
健
診
や
職
場
健
診
な
ど
を
毎

年
受
診
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
11
月
に
は
町
民
セ
ン
タ
ー
で
集
団
健
診
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
ま
だ
健
診
を
受

け
て
い
な
い
、
も
し
く
は
健
診
を
し
ば
ら
く

受
け
て
い
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

定
期
的
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
！

健診項目
・基本健診（町国保特定健診・生保・すこやか健診・
　　小児健診・後期高齢者健診）
・各種がん検診（胃・肺・大腸・前立腺・子宮・乳）
・肝炎ウイルス・エキノコックス・骨粗しょう症検診
日時：11月28日㈭～30日㈯
　　　午前７時～10時（30分毎の予約制）
会場：町民センター
申込期間：10月25日㈮まで

町集団健診

正常な血管正常な血管 血管が硬く、狭くなり血管が硬く、狭くなり
詰まりやすくなる詰まりやすくなる

血管が裂ける血管が裂ける
詰まる詰まる

　不摂生な
　生活習慣
・食生活の乱れ、過食
・運動不足
・喫煙、飲酒
・ストレス過多 等

メタボ
内臓脂肪の蓄積

脂質異常
高血圧高血糖

＋

動
脈
硬
化
の
進
行

心臓病
心筋梗塞、狭心症 等
総卒中
脳梗塞、脳卒中 等
糖尿病（三大合併症）
・糖尿病性神経障害
・糖尿病網膜症
・糖尿病性腎症

今までの生活が
できなくなる…

死亡することも…

通
院
入
院

介
護

手
術

転載元
　広島県尾道市
　令和５年広報おのみち12月号髙安ユミ子髙安ユミ子

消費生活相談員消費生活相談員
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生
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５
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５

　
　
（
南
６

－

２　
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
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－
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５
８

　

毎
年
10
月
は
「
食
品
ロ
ス
削
減
月
間
」、

10
月
30
日
は
「
食
品
ロ
ス
削
減
の
日
」
な
の

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
10
月
は
年
末
年
始
の
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
が

近
づ
く
時
期
で
あ
る
ほ
か
、
３
Ｒ
推
進
月
間
、

10
月
16
日
が「
世
界
食
料
デ
ー
」で
あ
る
た
め
、

食
品
ロ
ス
の
意
識
を
目
的
に
定
め
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
10
月
30
日
に
収
穫
祭
等
の
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
自
治
体
が
多
い
こ
と
か
ら
、
宴

会
時
に
料
理
を
食
べ
き
る
取
り
組
み
「
30
・

10
運
動
」
に
ち
な
ん
で
も
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
秋
の
味
覚
に
舌
鼓
を
打
つ
と
き

に
、
３
Ｒ
や
食
品
ロ
ス
に
つ
い
て
意
識
し
て

い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
：
３
Ｒ
推
進
と
は
？

Ａ
：
３
Ｒ
と
は 

、
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ(

リ
デ

ュ
ー
ス
）、
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
（
リ
ユ
ー
ス
）、

Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
こ

と
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）

に
も
深
く
関
わ

っ
て
い
ま
す
。

【
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
】

　
身
近
な
も
の
か
ら
食
品
ロ
ス
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
牛
乳
の
場
合
〉

◎
期
限
表
示

・
消
費
期
限　
製
造
日
か
ら
指
定
さ
れ
た
期

限
内
に
飲
み
ま
し
ょ
う
。

・
賞
味
期
限　
品
質
は
次
第
に
劣
化
し
ま
す

が
、
期
限
が
き
て
す
ぐ
に
飲
め
な
く
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
未
開

封
な
状
態
で
あ
る
こ
と
と
、
10
℃
以
下
で

冷
蔵
保
存
し
て
あ
っ
た
場
合
に
限
り
ま
す
。

◎
飲
め
る
か
ど
う
か
確
か
め
る
方
法

・
目
で
見
る
↓
も
し
も
沈
殿
物
が
浮
い
て
い

る
な
ど
、
つ
ぶ
つ
ぶ
の
固
形
物
が
で
き
て

相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

・
割
安
だ
か
ら
と
い
っ
て
過
大
な
量
を
買
わ

ず
、
家
族
の
人
数
や
普
段
の
食
事
量
に
見

合
っ
た
量
を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

・
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
の
中
身
を
把
握
し
や
す

い
よ
う
に
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
な
ど
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

・
食
べ
残
し
た
場
合
は
、
ア
レ
ン
ジ
す
る
な

ど
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

い
た
ら
飲
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

・
臭
い
を
か
ぐ
↓
通
常
と
違
う
臭
い
が
し
た

ら
飲
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

・
味
見
を
す
る
↓
酸
味
の
他
、
苦
い
と
感
じ

る
場
合
も
飲
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

※
不
安
に
感
じ
る
場
合
は
、
沸
騰
さ
せ
て
豆

腐
の
よ
う
に
固
ま
っ
た
り
、
分
離
し
た
状

態
と
な
っ
た
と
き
は
飲
ま
ず
に
処
分
し
ま

し
ょ
う
。

《
参
考
》　

・
環
境
省
で
は
、
10
月
を
「
３
Ｒ
推
進
月
間
」

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
発
信
し
て

い
ま
す
。

・
消
費
者
庁
で
は
、
啓
発
冊
子
（
デ
ジ
タ
ル

ブ
ッ
ク
）
や
食
品
ロ
ス
削
減
の
啓
発
動
画

な
ど
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
親
し
み
や
す
い
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

環境省
Re-Style

令和３年度 令和５年度 比較

食品ロス量 ５２３万 t ４７２万 t ▲51万 t
▲9.8％

内　
訳

事業系
食品ロス量 ２７９万 t ２３６万 t ▲43万 t

▲15.4％
家庭系

食品ロス量 ２４４万 t ２３６万 t ▲８万 t
▲3.3％

食品ロス量については、農林水産省が公表している
数値を参考にしてください。

Ｑ
：
食
品
ロ
ス
と
は
？

Ａ
：
食
品
ロ
ス
と
は
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の

に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食
品
の
こ
と
で
す
。

消
費
者
庁
や
農
林
水
産
省
・
環
境
省
で
は

消
費
者
一
人
ひ
と
り
が
食
品
ロ
ス
問
題
を

よ
り
身
近
な
こ
と
と
し
て
感
じ
て
も
ら
う

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

消費者庁
ホームページ

ミ
セ
ス 

ユ
ミ
子
の 

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ

10
月
は

「食
品
ロ
ス
削
減
月
間
」
～
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（持
続

可
能
な
開
発
目
標
）
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

第
143
回
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か
わ
い
い
か
ら
、
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
と

家
の
近
く
に
現
れ
た
野
生
動
物
（
猫
・
キ
ツ

ネ
等
）
に
餌
を
与
え
て
し
ま
っ
て
は
い
ま
せ

ん
か
？

　
餌
を
与
え
て
い
る
人
の
中
に
は
『
私
は
た

だ
餌
を
与
え
て
い
る
だ
け
で
、
飼
い
主
で
は

な
い
か
ら
、
そ
の
動
物
が
何
を
し
よ
う
と
責

任
は
な
い
』
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
し
か
し
、

長
期
間
に
わ
た
り
餌
を
与
え
る
人
に
も
『
占

有
者
責
任
』
が
発
生
し
、
次
の
よ
う
な
責
任

を
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

詳　
細　
役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
28

－

３
８
５
８

野
生
動
物
へ
の
無
責
任
な
餌
や
り
は
、

や
め
ま
し
ょ
う

〇
そ
の
動
物
が
他
人
の
財
産
を
侵
害
し

た
場
合
は
損
害
賠
償
責
任
が
発
生
す
る
。

〇
そ
の
動
物
に
よ
っ
て
周
辺
住
民
の
生

活
環
境
が
著
し
く
損
な
わ
れ
た
場
合
は
、

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法

律
に
よ
り
20
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
る
。

　
実
際
に
、
野
生
動
物
へ
の
餌
や
り
に
よ
る

環
境
被
害
が
原
因
で
、
周
辺
住
民
か
ら
訴
え

ら
れ
、
損
害
賠
償
を
支
払
っ
た
事
例
も
存
在

し
ま
す
。
町
内
に
お
い
て
も
、
非
常
に
多
く

の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
決
し
て

他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
野
良
猫

へ
の
餌
や
り
は
野
良
猫
を
増
や
し
て
し
ま
い
、

不
幸
な
猫
を
増
や
す
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

〈
野
良
猫
の
一
生
〉

　
野
良
猫
の
寿
命
は
長
く
て
３
年
～
４
年
と

い
わ
れ
て
お
り
、
15
年
生
き
る
と
い
わ
れ
る

飼
い
猫
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
生
存
率
は
大

き
く
差
が
あ
り
ま
す
。

　
野
良
猫
の
ほ
と
ん
ど
は
、
大
人
に
な
る
前

に
寒
さ
や
交
通
事
故
、
縄
張
り
争
い
、
病
気
、

ス
ト
レ
ス
、
他
の
野
生
動
物
に
襲
わ
れ
る
な

ど
が
原
因
で
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
特
に
病

気
は
野
良
猫
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
感

染
症
に
か
か
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
猫
が
か
わ
い
い
、
か
わ
い
そ
う
と
思
う
の

で
あ
れ
ば
、
む
や
み
に
餌
を
与
え
る
の
で
は

な
く
、
自
宅
に
連
れ
て
帰
っ
た
り
、
里
親
を

探
し
た
り
、
不
妊
去
勢
手
術
を
行
う
な
ど
、

野
良
猫
が
増
え
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
あ
げ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
対
策
が
で
き
な
い
方
は
、
餌
や

り
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
飼
い
猫
を
外
に
出
し
て
い
る
方
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
が
、
野
良
猫
同
様
、
病

気
や
交
通
事
故
等
の
危
険
が
高
ま
り
ま

す
の
で
、
飼
い
猫
は
外
に
は
出
さ
ず
、

屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

足
寄
に
戻
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　
元
々
、
脱
サ
ラ
し
て
北
海
道
へ
移
住
し
、
木

に
関
す
る
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
期
に
足
寄
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
募
集
が
あ
り
、
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
採
用
さ
れ
て
、
ど
ん
な

活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

　
あ
し
ょ
ろ
観
光
協
会
へ
派
遣
と
な
り
、
シ
ョ

ッ
プ
販
売
業
務
や
来
館
者
へ
の
観
光
案
内
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
あ
し
ょ
ろ
観
光
協

会
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
な
ど
も
し
て

い
ま
す
。
ま
た
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
関

連
事
業
や
町
の
森
林
資
源
を
活
用
し
た
木
育
活

動
（
ど
ん
こ
ろ
ぐ
ま
製
作
・
販
売
、
木
育
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
講
師
）
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｕ
タ
ー
ン
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
？

　
町
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の
流
れ
が
好
き

で
、
ふ
と
し
た
と
き
に
落
ち
着
く
こ
と
が
で
き

る
こ
と
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
で
関
わ
る
こ
と

の
な
か
っ
た
業
種
と
の
人
脈
が
で
き
、
自
身
の

価
値
観
が
変
わ
っ
た
こ
と
。

来
年
３
月
い
っ
ぱ
い
で
協
力
隊
の
任
期
が
終
了

し
ま
す
が
、
そ
の
後
の
計
画
は
？

　
設
立
し
た
会
社
ｔ
ｅ
ｔ
ｏ
ｔ
ｅ
で
木
質
ペ
レ

ッ
ト
の
普
及
啓
発
活
動
や
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト

ー
ブ
の
関
連
事
業
、
町
の
森
林
資
源
を
活
用
し

た
も
の
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
ど

も
た
ち
が
遊
べ
る
木
製
お
も
ち
ゃ
を
作
り
、
木

育
文
化
を
普
及
さ
せ
た
い
と
考
え
て
ま
す
。
い

ず
れ
は
「
足
寄
町
は
も
の
づ
く
り
の
町
！
」
と

い
う
印
象
が
根
付
く
よ
う
に
木
製
加
工
品
に
も

っ
と
力
を
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
卒
業
し
て
も
、
引
き

続
き
、
足
寄
で
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

取
材
後
記
（
神
本
英
邦
集
落
支
援
員
）

　
菅
原
さん
は
、
足
寄
の
民
芸
品
「
ど
ん
こ
ろ
ぐ

ま
」
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
私
が
書
い
て
い
る

連
載
コ
ラ
ム
「
足
寄
物
語
」
で
「
ど
ん
こ
ろ
ぐ

ま
」
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
あ
し

ょ
ろ
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
紹
介
し
ま
す

足寄町生まれ　34歳
高校は札幌、大学は千葉へ進学する。
大学卒業後に就職するが、令和４
年に町にＵターンして地域おこし
協力隊として活動中。令和５年に
北海道木育マイスター取得、本年
合同会社ｔｅｔｏｔｅを設立。

菅原菅原耕耕
こうこう
ささんん　　　　プロフィール

Profile

№２

大誉地、螺湾、芽登小学校４年生が上下水道施設の見学に訪れました。
　９月９日、11日、12日にゲストティーチャーとしてそれぞれ大誉地、螺湾、芽登小学校を訪問しました。
そこで「世界の水循環とあしょろの水道水」「使い終わった水はどのように処理されている？」について
出前講座を実施しました。また、９月17日には常盤浄水場と足寄下水終末処理場で３校合同の施設見学を
行いました。
　常盤浄水場では、水道水ができる過程を見学し、水道水とミネラルウオーターとの利き水に挑戦するな
ど楽しみながら学習しました。足寄下水終末処理場では、下水道の正しい使い方や、汚れた水をどのよう
に処理して河川へ放流するのかを学習し、処理に用いられる設備の見学や微生物の観察を行いました。
　今後も本町の上下水道事業をより多くの方に身近に感じていただき、理解していただけるよう取り組み
を行っていきます。施設見学や出前講座を希望される方は建設課上下水道室までご連絡ください。

　たいせつに　みずはみんなの　たからもの　たいせつに　みずはみんなの　たからもの 第49号第49号

あしょろの上下水道あしょろの上下水道

出前講座 常盤浄水場見学 足寄下水終末処理場

メーター器取り替え工事にご協力ください
　ご家庭などで使用されているメーター器は、正確に計量できるよう計量法により有効期間が８年と定め
られています。そのため、メーター器（私設メーター器を除く）の有効期限が満了となるまでに、町が計
画的に取り替えていきます。メーター器側面には、有効期限のシー
ルが貼られています。
　メーター器の取り替え作業は、町で契約した請負業者が行います。
　皆さんにメーター器取り替え費用を請求することはありません。
○　取り替え作業時に立ち会いする必要はありません。
○　メーターボックス・受信機の周辺には物を置かないでください。
○　メーター器取り替え完了後、水の使い始めに空気や濁った水が出ることがあります。
　　しばらく出していただくと通常の状態に戻ります。

～

工事名 施行場所 施行期間 請負業者
上水道事業用メーター器
取り替え工事（その６） 栄町１丁目～２丁目

11月29日まで

有限会社むとう

上水道事業用メーター器
取り替え工事（その７）

旭町１丁目～４丁目、郊南１丁目、西町２丁目、西町５丁目、西町８丁目
南６条２丁目、南６条４丁目～５丁目、南７条１丁目～３丁目 有限会社白沢文栄堂

上水道事業用メーター器
取り替え工事（その８） 南７条３丁目～４丁目 株式会社マルヨ産業

上水道事業用メーター器
取り替え工事（その９）

南１条１丁目、南１条４丁目、南２条４丁目、南３条４丁目～５丁目、
北１条１丁目～２丁目、北１条４丁目、北２条２丁目～４丁目、
北３条１丁目～２丁目、北４条１丁目、北５条１丁目

有限会社コミヤマ

詳　細　役場建設課上下水道工務担当　☎２８－３８６８

簡易水道事業用メーター
器取り替え工事（その３） 螺湾本町、芽登本町、上利別本町、大誉地本町 11月29日まで 株式会社マルヨ産業

36
10

37
5

取り替え対象：�令和６年10月～令和７年５月
のシールが貼られたもの
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●
あ
な
た
の
作
品
展
示
で
き
ま
す
！

　
町
図
書
館
で
は
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
開
放

し
て
い
ま
す
。

　
心
を
込
め
て
制
作
し
た
あ
な
た
の
自
慢
の

作
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

☆
内
容
：
生
涯
学
習
の
成
果
（
絵
画
・
写
真
・

　
手
芸
な
ど
）

☆
対
象
：
図
書
館
に
利
用
登
録
し
て
い
る
足 

　
寄
町
民
（
個
人
・
団
体
）

☆
期
間
：
火
曜
日
か
ら
翌
週
の
日
曜
日
ま
で

　
（
最
大
３
週
間
）

※
営
利
目
的
の
展
示
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し  

　
く
は
図
書
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
今
月
の
展
示

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」

「
秋
の
夜
長
に
読
み
た
い
本
」

「
秋
だ
ね
！
」

「
い
ろ
い
ろ
な
色
」

●
一
般
書

「
パ
ン
ダ
・
パ
シ
フ
ィ
カ
」　

�

高
山　
羽
根
子

「
荒
れ
地
の
種
」�

江
上　
剛 

「
青
姫
」�

朝
井　
ま
か
て

「
地
獄
の
底
で
見
た
も
の
は
」�

桂　
望
実

「
サ
イ
ク
ル
ラ
イ
フ
」

�

暮
ら
し
の
図
鑑
編
集
部

「
開
講
！
木
彫
り
熊
概
論
」

�

田
村　
実
咲
ほ
か

●
児
童
書

「
か
い
じ
ゅ
う
の
す
む
し
ま
」

�

谷
口　
智
則

「
ひ
ょ
い
っ
ひ
ょ
ー
い
」 　

�
た
な
か　
ひ
か
る

「
の
う
じ
ょ
う
の
い
え
」

�

ソ
フ
ィ
ー
・
ブ
ラ
ッ
コ
ー
ル

「
お
金
の
デ
ザ
イ
ン
と
歴
史
」

�

貨
幣
博
物
館
カ
レ
ン
シ
ア

「
こ
び
と
固
有
種
大
図
鑑　
東
日
本
編
」

�

な
ば
た　
と
し
た
か

今
月
の
お
す
す
め

　

詳
し
い
情
報
は
、
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
足
寄
町
図
書
館
ル
イ
カ
コ
ー
ナ
ー
や

毎
月
第
４
金
曜
日
発
行
「
ル
イ
カ
つ
う
し
ん
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
デ
ー
（
感
謝
祭
）

　
今
月
は
カ
ナ
ダ
で
行
う
10
月
の
恒
例

行
事
「
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
デ
ー
（
感

謝
祭
）」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。  

　
カ
ナ
ダ
で
は
10
月
の
第
２
月
曜
日
が

「
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
デ
ー
」
と
さ
れ

て
お
り
、こ
の
日
は
祝
日
に
な
り
ま
す
。

連
休
で
あ
る
た
め
、
多
く
の
人
々
が
実

家
に
帰
省
し
、
家
族
や
親
し
い
友
人
た

ち
と
一
緒
に
過
ご
し
ま
す
。そ
し
て「
サ

ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
デ
ー
」
の
醍
醐
味
と

の
家
族
は
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
形
で

「
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
デ
ー
」
を
過
ご

し
て
き
ま
し
た
。
家
族
で
山
に
キ
ャ
ン

プ
に
出
掛
け
た
年
も
あ
れ
ば
、
家
族
全

員
で
地
元
の
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
た
ち
が

集
ま
る
施
設
で
炊
き
出
し
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
し
た
年
も
あ
り
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
人
々
が
笑
顔
で
言
っ
て
く
れ

る
「T

hanks!

“
あ
り
が
と
う
〟」
と

い
う
言
葉
を
聞
い
て
、
改
め
て
家
族
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
が
込
み
上
げ
て
き
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。  

　
「
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
デ
ー
」
は
大

切
な
人
た
ち
と
一
緒
の
時
間
を
過
ご

し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
日
で
も

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
家
族
や
大
切

な
人
た
ち
に
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？ 

い
え
ば
食
べ
物
で
す
。
ロ
ー

ス
ト
し
た
七
面
鳥
に
グ
レ
イ

ビ
ー
ソ
ー
ス
や
ク
ラ
ン
ベ
リ

ー
ソ
ー
ス
を
添
え
た
料
理
、

マ
ッ
シ
ュ
ポ
テ
ト
や
パ
ン
、

収
穫
し
た
ば
か
り
の
新
鮮
な

野
菜
、
デ
ザ
ー
ト
（
通
常
は

パ
ン
プ
キ
ン
パ
イ
）
な
ど
の

「
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
デ
ィ

ナ
ー
」
を
楽
し
み
ま
す
。  

　
カ
ナ
ダ
人
の
大
半
は
、
家

族
や
友
人
た
ち
と
「
サ
ン
ク

ス
ギ
ビ
ン
グ
デ
ィ
ナ
ー
」
を

食
べ
て
過
ご
し
ま
す
が
、
私

カ
ミ
ー
ル
・
エ
ス
ペ
リ
ー
タ

新　

着　

図　

書

　　エスペリータ家の
サンクスギビングディナー

足寄町図書館「ルイカ」　
開　館　午前10時～午後６時
休　館　月曜・年末年始
　　　　特別図書整理期間
☎２５－３１８９
ＨＰ　https://www.town.ashoro.
hokkaido.jp/kyoiku-iinkai/toshokan/

図書館情報

ルイカ からの
お知らせ

詳細・申し込み　町教育委員会生涯学習担当　☎２５－３１８８

研修行程表 ※行程は一部変更になる場合があります。
【１日目】２月６日㈭
　足寄町 → とかち帯広空港 → 羽田空港 → 小松空港 → 金沢市内ホテル
【２日目】２月７日㈮
　石川県農林総合研究センター視察 → のとじま水族館 → 和倉温泉 → 
　石川県青年団体と交流
【３日目】２月８日㈯
　金沢市内視察（茶屋街 → 金沢芸妓 → 兼六園 → 金沢21世紀美術館など）
【４日目】２月９日㈰
　金沢市内ホテル → 小松空港 → 羽田空港 → とかち帯広空港 → 足寄町

申込期限　10月21日㈪　午前10時

対象
◎町内に在住または、町内に勤務する青年で
青年団体に所属しているもしくは所属する
意思のある方
◎事前、事後研修に参加できる方

申し込みは
こちらから 定員 ５人

最少催行人数４人

町内の勤労青年を道外に派遣し、研修を通じて広い視野と地域活動への
意識高揚のきっかけをつくり、実践力のある青年を育成することを目的
に国内研修を開催します！

２０２５年２０２５年

２月６日２月６日㈭㈭
↓↓

２月９日２月９日㈰㈰ 自己負担額　３０，０００円
※概算のため変更になる場合があります。

足 寄 町 ｉｎ 石川県

勤 労 青 年勤 労 青 年

国 内 研 修国 内 研 修
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お
知
ら
せ

10
月
は
不
正
軽
油
防
止
強
化
月
間
で
す

　
不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
に
重
油
や
灯
油
を

混
ぜ
た
り
、
灯
油
や
重
油
か
ら
軽
油
を
製
造

し
た
り
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
を
販
売
、
使

用
す
る
こ
と
は
、
脱
税
行
為
で
あ
り
、
悪
質

な
犯
罪
で
す
。
ま
た
、
不
正
軽
油
の
使
用
は

排
気
ガ
ス
中
の
窒
素
酸
化
物
を
増
加
さ
せ
、

大
気
汚
染
の
原
因
と
な
り
、
私
た
ち
の
健
康

に
重
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
道
で
は
、
不
正
軽
油
撲
滅
に
向
け
て
関
係

機
関
と
連
携
し
、
軽
油
の
抜
取
調
査
な
ど
を

さ
ら
に
強
化
し
ま
す
。「
不
正
軽
油
」
の
話

を
聞
い
た
り
、
見
た
り
し
た
と
き
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

詳
細　
不
正
軽
油
ス
ト
ッ
プ
１
１
０
番

☎
０
８
０
０

－

８
０
０
２

－

１
１
０

十
勝
総
合
振
興
局
課
税
課
事
業
税
間
税
係

☎
０
１
５
５

－

27

－

８
５
１
０

個
別
的
労
使
紛
糾
あ
っ
せ
ん
制
度
の
ご
案
内

　
解
雇
や
賃
金
未
払
い
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な

☎…電話番号
Ⓕ…ファクス
Ⓗ…ホームページ
Ⓜ…メールアドレス

３
つ
の
国
立
公
園
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
ロ
ン
グ

ト
レ
イ
ル

　
本
年
10
月
、
阿
寒
湖
畔
か
ら
オ
ン
ネ
ト
ー

野
営
場
ま
で
の
道
の
り
を
含
む
、
釧
路
市
か

ら
羅
臼
町
ま
で
を
南
北
に
つ
な
ぐ
全
長
４
１

０
㎞
の
長
く
歩
く
旅
の
道
「
北
海
道
東
ト
レ

イ
ル
」
が
開
通
し
ま
す
。

　
長
く
歩
く
中
で
生
ま
れ
る
人
と
人
と
の
心

の
交
流
は
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
大
き
な
魅

力
の
一
つ
で
す
。
北
海
道
東
ト
レ
イ
ル
を
歩

く
ハ
イ
カ
ー
を
温
か
く
迎
え
入
れ
、
皆
さ
ん

で
こ
の
ト
レ
イ
ル
を
一
緒
に
育
て
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

詳
細　
北
海
道
東
ト
レ
イ
ル
川
湯
ト
レ
イ
ル

オ
フ
ィ
ス

☎
０
８
０

－

２
１
２
８

－

７
６
８
９

Ⓜdaihyo@
dototrail.org

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
明
る
く
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

発
売
期
間　
10
月
17
日
㈭
ま
で

抽
選
日　
10
月
25
日
㈮

詳
細　
（
公
財
）
北
海
道
市
町
村
振
興
協
会

☎
０
１
１

－
２
３
２

－

０
２
８
１

ど
の
労
働
問
題
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
北
海
道
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
問
題
に

詳
し
い
経
験
豊
か
な
「
あ
っ
せ
ん
員
」
が
、

当
事
者
双
方
か
ら
お
話
を
伺
い
、
問
題
点
を

整
理
し
た
上
で
助
言
等
を
行
い
、
歩
み
寄
り

に
よ
る
解
決
を
図
る
「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
あ
っ
せ
ん
」
の
利
用
は
無
料

で
迅
速
な
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

詳
細　
北
海
道
労
働
委
員
会
事
務
局
調
整
課

☎
０
１
１

－

２
０
４

－

５
６
６
７

北
海
道
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
10
月
１
日
か
ら
北
海
道
内
の
事
業
場
で
働

く
全
て
の
労
働
者
（
会
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
の
方
、
学
生
な
ど
働
く
全
て
の
人
）

お
よ
び
、
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
北
海

道
最
低
賃
金
が
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
額　
時
間
額
１
０
１
０
円

詳
細　
北
海
道
労
働
局
帯
広
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
１
５
５

－

97

－

１
２
４
３

国
土
交
通
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
自
動
車
で
走
行
中
に
融
雪
剤
に
よ
る
腐
食
が

原
因
で
操
縦
不
能
と
な
る
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
タ
イ
ヤ
交
換
時
に
不
適
切
な
締
め
付
け
（
強

す
ぎ
・
弱
す
ぎ
）
が
原
因
に
よ
る
脱
輪
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
タ
イ
ヤ
交
換
後
は
、
50
㎞

走
行
後
に
増
し
締
め
の
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
日
常
点
検
・

法
定
点
検
（
乗
用
車
12
カ
月
ご
と
・
貨
物
車
６

カ
月
ご
と
）
の
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細　
北
海
道
運
輸
局
帯
広
運
輸
支
局

☎
０
１
５
５

－

33

－

３
２
８
２

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
北
海
道
弁
護
団
で
は
、
Ｂ

型
肝
炎
訴
訟
に
つ
い
て
正
確
な
情
報
を
お
伝

え
し
、
１
人
で
も
多
く
の
被
害
者
が
救
済
さ

れ
る
よ
う
に
、
全
道
で
説
明
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
の
で
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
９
日
㈯　
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

場
所　
と
か
ち
プ
ラ
ザ　
講
習
室
４
０
２

参
加
費　
無
料

詳
細　
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
北
海
道
弁
護
団

☎
０
５
０

－

３
７
８
６

－

１
５
７
０ 点検整備

北海道
東トレイル

最低賃金制度

あ
お
ぞ
ら
共
済
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
あ
お
ぞ
ら
共
済
で
は
新
規
加
入
事
業
所
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
勤
労
者
の
皆
さ
ん
の
福

利
厚
生
制
度
充
実
の
た
め
、
各
種
施
設
の
優

待
利
用
や
慶
弔
給
付
金
の
支
給
な
ど
の
助
成

制
度
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

詳
細　
と
か
ち
勤
労
者
共
済
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
５
５

－

22

－

６
１
８
６

自
衛
官
等
の
募
集

・
自
衛
官
候
補
生

募
集
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

※
32
歳
の
者
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
、

33
歳
に
達
し
て
い
な
い
者

受
付
期
間　
11
月
５
日
㈫
ま
で

試
験
日　
11
月
10
日
㈰

・
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

募
集
資
格　
15
歳
以
上
17
歳
未
満

※
平
成
20
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
22
年
４
月

１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者

⑴
推
薦
試
験

受
付
期
間　
11
月
29
日
㈮
ま
で

試
験
日　
令
和
７
年
１
月
11
日
㈯
～
13
日
㈪

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

試
験
会
場
：
札
幌
市
内

⑵
一
般
試
験

受
付
期
間　
令
和
７
年
１
月
16
日
㈭
ま
で

試
験
日

１
次
試
験　
令
和
７
年
１
月
25
日
㈯

２
次
試
験　
令
和
７
年
２
月
16
日
㈰

試
験
会
場
：
帯
広
市
内

詳
細　
自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

☎
０
１
５
５

－

23

－

８
７
１
８

Ⓗhttps://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/

obihiro/

　
善
意
の
ご
寄
附
・
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す

・
斉
藤
井
出
建
設
株
式
会
社
（
齋
藤
和
之
代

表
取
締
役
）
か
ら
町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

あ
ゆ
み
の
園
に

　
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
３
８
４
パ
ッ
ク
（
48
パ

ッ
ク
×
８
箱
）

・
足
寄
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
進
藤
正
二
会

長
）
か
ら
足
寄
ジ
ュ
ニ
ア
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
に

�

吹
奏
楽
に
関
す
る
物
品
一
式

退
職
者

足
寄
町
発
令
（
９
月
30
日
付
）

吉
田　
優
茉
（
福
祉
課
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
主
事
）

募　

集

町
職
員
人
事

ご
寄
附
・
ご
寄
贈

「ハロウィーンナイト観望会」
　本別町文化協会、本別町教育委員会では、本
別町民の日頃の学習成果を一堂に発表する本別
町文化祭を次の通り開催します。地域に根差し
た身近な文化をお楽しみください。

①展示発表
日時　11月１日㈮～３日（日・祝）　
　　　午前８時30分～午後10時
場所　本別町中央公民館
②お茶席コーナー
日時　11月３日（日・祝）
　　　午前10時～午後２時
場所　本別町中央公民館（視聴覚室）
③芸能発表
日時　11月10日㈰　
　　　午後２時（予定）
場所　本別町中央公民館大ホール
詳細　本別町中央公民館文化振興担当
　　　☎２２－５１１１

　10月31日のハロウィーンにちなみ、ハロウィ
ーンナイト観望会を開催します。
　同時に開催する「木星・土星と秋の天体観望
会（10月23日～11月３日）で紹介する秋の天体
に加え、おばけにまつわる天体をご案内します。
　仮装をしてご来館された方に、先着順でお菓子
をプレゼントします。年齢制限はありませんので、
ふるってご参加ください。
　ハロウィーンが近づく夜は、仮装と館内のにぎ
やかな装飾、秋の天体たちをお楽しみください。

日時　10月26日㈯～31日㈭
　　　※28日㈪・29日㈫は休館日です。
　　　午後１時～９時30分
入館料　大人：３００円（午後１時～５時）
� ５００円（午後５時～９時30分）
　　　　小人：２００円（午後１時～５時）
� ３００円（午後５時～９時30分）
詳細　銀河の森天文台　☎２７－８１００

本別町文化祭を開催します

から町別陸 から町別本
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　「うちの人気者」では小学校入学前のお子さ
んを毎月２～３人掲載しています。
　兄弟・姉妹で一緒に写っている写真もお待ち
しています！過去に掲載したお子さんも、掲載
後１年経過していれば掲載できます！
　掲載を希望される方は、町ホームページ投稿
フォームからお申し込みください！お問い合わ
せは役場総務課広報広聴担当まで。
☎２８―３８５０

うちの人気者
投稿フォーム

ひとのうごき

９月末の住民基本台帳

☆先日、白寿の敬老祝いの取材をさせて
いただきました。白寿の三井さんと佐藤
さんは、とてもお元気な様子でした。お
二人とも、渡辺町長から感謝状、そし
て本年度１００歳を迎えることから国
からお祝い状などが手渡されると、と
てもうれしそうに眺めていました。ま
た取材の後には、玄関先までお見送り
していただきました。お二人とも、こ
れからも心身ともに健康で長生きして
ほしいですね。

☆足寄造林業協会の木育イベントでは、
子どもたちがまき割りや林業機械での
積み木体験が行われ、イベントを楽し
む子どもたちの姿が見られました。こ
のイベントをきっかけに基幹産業の林
業に興味を持ってもらえるといいなと
思いました。

管野　さくら管野　さくらち
  ゃ
   ん

� （令和４年10月31日生まれ）

　ぱぱとねぇねときゅうりが大
好きなさくら♡いつもねぇねの
マネっこばかりしてるわが家の
３女。食いしん坊で甘えん坊な
わが家のアイドル !!
　これからも元気に育ってね♡

� 隆司・すみれさ
んの子

今月の表紙

　９月7日㈯に行われた「町認定こども園ど
ぐり運動会」でのスナップです。

人　口　　５，９７３　人　（－19)
　男　　　２，９５６　人　（－12)
　女　　　３，０１７　人　（－７)
世　帯　　３，２０３世帯（－12)
※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

中村　中村　椛椛
か のか の

乃乃ち
  ゃ
   ん

� （令和４年８月３日生まれ）

　お兄ちゃんのまねが上手で天真
爛漫の椛乃ちゃん、家族みんなに
笑顔をくれてありがとう！
　これからものびのび育ってね!!

太地・梓乃さ
んの子


